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会長からの
メッセージ

　

令
和
元
年
度
の
最
後
の
3
月
と
な

り
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
7
月
の
目
前
に
迫
り
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
56
年
前
の
1
9
6
4

年
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
の
日

本
と
今
の
日
本
を
総
務
省
統
計
局
統

計
値
等
に
て
比
べ
て
み
ま
す
。

　

ま
ず
、
人
口
に
着
目
す
る
と
、
総

人
口
は
9
7
1
8
万
人
か
ら
１
億

2
6
4
4
万
人
に
増
加
（
30
％
増
）

し
て
い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
人
口
割
合
は
6
・
2
％
か
ら
28
・

1
％
に
増
加
（
4
・
5
倍
）
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
幹
線
の
営
業
キ
ロ
数
は

5
5
2
・
6
㎞
（
1
9
6
4
年
：
東
海

道
新
幹
線
開
業
）
か
ら
3
1
3
2
・
4

㎞
（
6
倍
）
に
、
高
速
道
路
の
供
用
延

長
は
1
8
9
㎞
（
1
9
6
5
年
：
名
神

高
速
道
路
全
線
開
通
）
か
ら
8
9
2
3

㎞
（
47
倍
）
に
ま
で
延
伸
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
前
回
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら

こ
れ
ま
で
の
56
年
間
で
、
日
本
は
人
口

増
加
を
伴
い
な
が
ら
高
度
成
長
期
を

経
て
、
成
熟
社
会
・
高
齢
化
社
会
へ
と

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
日
本
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

予
想
が
し
や
す
い
人
口
に
つ
い
て
み

る
と
、
こ
れ
か
ら
30
年
後
の
2
0
5
0

年
に
は
総
人
口
は
1
億
1
9
2
万
人
、

高
齢
化
率
は
37
・
7
％
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
総
人
口
は
前
回
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

頃
と
同
規
模
、
高
齢
化
率
は
6
倍
と
な

り
、
少
子
高
齢
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　

で
は
、
日
本
の
将
来
に
関
し
て
、
土

木
界
は
い
か
な
る
役
割
を
担
っ
て
い

け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

安
全
・
安
心
な
社
会
形
成
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
気
候
変
動
を
踏
ま
え
た

自
然
災
害
に
対
す
る
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靱

化
や

老
朽
化
の
著
し
い
社
会
基
盤
施
設
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
構
築
（
仕
組
み

と
資
金
確
保
）
に
よ
る
ハ
ー
ド
対
策
が
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急
務
で
す
。
ま
た
、
近
年
の
大
規
模
災

害
に
よ
る
犠
牲
者
の
約
6
割
が
高
齢

者
で
あ
り
、
わ
か
り
や
す
い
避
難
情
報

の
伝
達
な
ど
、
ソ
フ
ト
対
策
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
も
、
ま
ち
づ
く
り
と
合
わ

せ
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
整
備
と
い
う
観
点

か
ら
は
、
社
会
資
本
ス
ト
ッ
ク
の
最
大

活
用
と
大
規
模
更
新
、
新
規
投
資
の
選

択
と
集
中
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

化
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
推
進
が
不

可
欠
で
す
。
人
々
が
求
め
る
よ
り
良
い

暮
ら
し
へ
の
感
受
性
を
高
め
、
最
適
解

を
導
き
出
す
な
ど
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
が
ま
す
ま
す
要
求
さ
れ
ま
す
。

　

生
産
性
向
上
・
働
き
方
改
革
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
I
C
T
・
A
I
の

活
用
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
・
無
人
化
や
女
性

活
躍
、
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
ー
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
を
推
進
し
、
若
者
た
ち
が

誇
り
を
も
っ
て
働
け
る
産
業
へ
の
成

長
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の

労
働
力
と
し
て
欠
か
せ
な
い
外
国
籍

人
材
の
計
画
的
な
育
成
と
、
受
け
入
れ

側
の
教
育
を
行
い
、
幅
広
く
労
働
力
が

確
保
で
き
る
体
制
を
確
実
な
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
国
際
社
会
と
の
連
携
や

S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。

　

産
官
学
、
土
木
界
に
お
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
、
22
世
紀
へ
の
生
き
残
り
を
か

け
て
、
新
た
な
令
和
の
時
代
を
築
い
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
本
は
「
人
口
が
減
少
す
る
も
の
の

国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

下
げ
な
い
」
と
い
う
難
し
い
命
題
に
む

け
て
取
り
組
み
を
始
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

土
木
学
会
に
お
い
て
も
、
多
岐
に
わ

た
る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
一

つ
一
つ
着
実
に
課
題
解
決
を
図
り
、
希

望
に
満
ち
た
日
本
の
未
来
を
切
り
開

い
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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